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あ
り
が
と
う

　
「
感
謝
の
心
」
の
循
環
を

施
設
長　

海
老
沼　

達
雄

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
い
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に

と
っ
て
、
今
年
も
よ
い
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈

り
致
し
ま
す
。

昨
年
も
白
寿
荘
で
は
た
く
さ
ん
の
新
し
い
挑
戦
が
で
き
ま

し
た
が
、
５
月
か
ら
開
始
し
た
「
活
き
活
き
ス
タ
ン
プ
サ
ー
ビ

ス
」
が
、
大
好
評
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
他
施
設
の
事
例
を

参
考
に
導
入
し
た
取
り
組
み
で
す
が
、
①
ラ
ジ
オ
体
操
②
ク
ラ

ブ
参
加
③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
お
手
伝
い
と
い
っ
た
行
為
に
対
し

て
、
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
に
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
も
ら
え
る
と
い

う
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
全
部
で
３
６
マ
ス
の
カ
ー
ド
が
一
杯
に
な

る
と
、
お
好
き
な
生
活
雑
貨
と
交
換
が
で
き
ま
す
。

こ
の
活
動
を
始
め
て
か
ら
、
施
設
内
の
空
気
が
よ
り
明
る

く
な
り
、
利
用
者
様
の
笑
顔
が
ま
す
ま
す
増
え
て
き
た
と
感
じ

ま
す
。
ラ
ジ
オ
体
操
や
ク
ラ
ブ
へ
の
参
加
者
が
増
え
、
小
さ
な

こ
と
で
も
他
の
利
用
者
や
周
囲
に
対
し
て
親
切
に
し
て
あ
げ
ら

れ
る
方
が
自
然
と
増
え
て
き
て
お
り
ま
す
。
ス
タ
ン
プ
を
集
め

る
こ
と
や
景
品
を
も
ら
う
こ
と
は
あ
く
ま
で
「
お
ま
け
」
で
あ

り
、
同
じ
屋
根
の
下
で
暮
ら
し
て
い
る
人
間
同
士
の
「
お
か
げ

さ
ま
と
お
た
が
い
さ
ま
」
と
い
う
気
持
ち
が
活
性
化
す
る
こ
と

で
、
よ
い
循
環
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

今
年
も
利
用
者
様
の
笑
顔
を
第
一
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
変
わ
ら
な
い
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。
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サ
ク
マ
様
に
よ
る

楽
し
い
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

の
ひ
と
と
き

1
0
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歳
を
迎
え
ら
れ
た

最
長
寿
の
杉
本
様

厳
か
な
雰
囲
気
の
中
行
わ 

れ
た
式
典

テ
タ
ー
ル
の
会
様
に
よ
る

優
雅
な
演
奏
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行

事

報

告

1 7/19
ゆうゆうまつり

8/3　2・3 階

ミニハイクでお寿司

9/30　こまばのまつり

1

2

10 月 1 日　みんなの音楽会

10/24 ～ 25
山梨県へ一泊旅行

11/15　演 芸 会

2

1

2
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● 行　事　予　定 ●

11/29  非常食訓練
（焼きいも会）

12/12　クリスマスの集い

12/12
白寿サンタが皆様

にプレゼントを

1

2

1
◦
1
　
新
年
会

1
◦
7
　
理
髪
奉
仕

1
◦
12
　
喫
茶
や
す
ら
ぎ
・
誕
生
会

1
◦
19
　
宗
偏
流
　
初
窯

1
◦
19
　
ハ
ン
ズ
オ
ン
東
京
訪
問

1
◦
27
　
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
奉
仕
　
　

1
◦
24
　
喫
茶
や
す
ら
ぎ

2
◦
3
　
も
ゆ
ら
の
会
奉
仕
・
節
分

2
◦
4
　
理
髪
奉
仕
　

2
◦
9
　
喫
茶
や
す
ら
ぎ
・
誕
生
会

2
◦
16
　
ハ
ン
ズ
オ
ン
東
京
訪
問

2
◦
17
　
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
奉
仕

2
◦
26
　
美
容
奉
仕

2
◦
28
　
喫
茶
や
す
ら
ぎ

3
◦
3
　
も
ゆ
ら
の
会
奉
仕

3
◦
4
　
理
髪
奉
仕(

表
彰
式)

3
◦
9
　
喫
茶
や
す
ら
ぎ
・
誕
生
会

3
◦
16
　
ハ
ン
ズ
オ
ン
東
京
訪
問

3
◦
17
　
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
奉
仕

3
◦
28
　
喫
茶
や
す
ら
ぎ

4
◦
1
　
理
髪
奉
仕

4
・
7
　
も
ゆ
ら
の
会

4
・
13
　
喫
茶
や
す
ら
ぎ
・
誕
生
会

4
・
20
　
ハ
ン
ズ
オ
ン
東
京
訪
問

4
・
21
　
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
奉
仕

4
・
25
　
喫
茶
や
す
ら
ぎ

5
◦
５
　
も
ゆ
ら
の
会

5
・
11
　
喫
茶
や
す
ら
ぎ
・
誕
生
会

5
・
13
　
理
髪
奉
仕

5
・
18
　
ハ
ン
ズ
オ
ン
東
京
訪
問

5
・
19
　
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
奉
仕

5
・
23
　
喫
茶
や
す
ら
ぎ

6
・
2
　
も
ゆ
ら
の
会

6
・
3
　
理
髪
奉
仕

6
・
8
　
喫
茶
や
す
ら
ぎ
・
誕
生
会

6
・
13
　
第
66
回
開
所
記
念

6
・
15
　
ハ
ン
ズ
オ
ン
東
京
訪
問

6
・
16
　
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
奉
仕

6
・
27
　
喫
茶
や
す
ら
ぎ
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○ 
特
に
良
い
と
思
う
点
（
抜
粋
）

一
、�

目
標
の
達
成
に
必
要
な
人
材
の
確
保
の
た
め
採
用
に
工
夫
を
凝
ら
し
、
定
期

的
な
各
フ
ロ
ア
間
の
異
動
等
に
よ
り
、
適
材
適
所
の
配
置
に
取
り
組
み
定
着

化
を
図
っ
て
い
る
。
全
職
員
が
全
利
用
者
の
顔
と
名
前
を
覚
え
、
利
用
者
に

も
広
く
職
員
の
顔
と
名
前
を
覚
え
て
も
ら
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化

を
図
っ
て
い
る
。
施
設
全
体
の
風
通
し
が
良
く
な
り
職
員
の
定
着
化
に
も
つ

な
が
る
効
果
が
る
。
ま
た
、
人
材
育
成
で
は
研
修
や
O
J
T
を
組
み
込
み

知
識
習
得
や
技
能
向
上
で
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

二
、�

職
員
が
心
身
と
も
に
健
康
で
な
け
れ
ば
利
用
者
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
い
う
発
想
か
ら
、「
職
員
健
康
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
。「
体
」「
心
」
が

疲
れ
て
い
る
時
、
ど
の
よ
う
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
か
や
健
康
増
進
の
た
め

に
必
要
な
取
り
組
み
の
希
望
等
に
つ
い
て
聞
き
取
り
を
行
な
い
、
職
員
の
健

康
問
題
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
。
対
応
可
能
な
こ
と
か
ら
直
ち
に
実

施
が
で
き
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
は
、
職
員
間
の
連
携
の
強
化
が
必
要
で

あ
る
こ
と
や
、業
務
の
効
率
化
を
推
進
す
る
と
い
う
課
題
を
再
発
見
で
き
た
。

三
、�

利
用
者
が
生
き
が
い
を
持
ち
楽
し
く
施
設
で
過
ご
せ
る
工
夫
の
一
環
と
し
て

「
活
き
活
き
ス
タ
ン
プ
」
と
い
う
新
し
い
取
り
組
み
を
開
始
し
た
。
利
用
者

が
ラ
ジ
オ
体
操
や
ク
ラ
ブ
、
お
手
伝
い
等
の
活
動
に
参
加
し
た
際
に
ス
タ
ン

プ
カ
ー
ド
に
押
印
を
受
け
、
ス
タ
ン
プ
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
と
景
品
と
交
換

で
き
る
仕
組
み
で
あ
る
。
意
欲
的
に
参
加
す
る
利
用
者
が
大
勢
お
り
、
施
設

全
体
に
も
活
気
が
出
る
な
ど
大
変
好
評
で
あ
る
。

　
○ 

さ
ら
な
る
改
善
が
望
ま
れ
る
点
（
抜
粋
）

一
、�

定
め
ら
れ
た
個
人
情
報
保
護
規
定
に
規
り
職
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
実
習
生

に
つ
い
て
は
個
人
情
報
の
書
面
を
交
わ
し
て
い
る
。
し
か
し
利
用
者
に
関
し

て
は
、
同
意
書
の
提
出
な
ど
は
受
け
て
い
な
い
。
利
用
者
が
措
置
に
よ
る
入

所
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
し
て
も
、
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
第
三
者
評
価

な
ど
利
用
者
情
報
を
使
用
す
る
機
会
に
備
え
て
利
用
者
の
意
思
確
認
に
つ
い

て
の
検
討
が
望
ま
れ
る
。

二
、�

現
在
、
個
別
支
援
計
画
の
見
直
し
時
に
は
、
居
室
担
当
職
員
、
相
談
員
、
施

設
長
補
佐
、
施
設
長
が
参
加
し
支
援
会
議
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
近
年
、
利

用
者
の
高
齢
化
や
精
神
疾
患
、
発
達
障
害
を
持
つ
利
用
者
が
増
え
て
お
り
、

専
門
職
の
知
識
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。
支
援
の
質
の
向
上
の
た
め
に
も
、

支
援
会
議
に
は
看
護
師
、
栄
養
士
な
ど
の
専
門
職
員
の
参
加
が
望
ま
れ
る
。

三
、�

マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
に
つ
い
て
は
、
業
務
改
善
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、
職
員

か
ら
意
見
や
要
望
を
聞
き
取
っ
た
上
で
、
全
職
員
が
参
加
す
る
職
員
会
議
に

て
最
終
的
に
決
定
す
る
。
現
在
、
50
種
類
以
上
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
職
務
手
順

書
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
ま
と
め
た
「
職
員
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
の

表
紙
に
は
年
度
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
に
は

更
新
日
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
変
更
内
容
や
経
緯
を
よ
り
明
確
に
記
録
す

る
た
め
、
更
新
日
の
記
載
が
望
ま
れ
る
。

平
成
30
年
度
第
三
者
評
価
結
果
報
告
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ク ラ ブ 紹 介

太極拳クラブ

俳句クラブ

毎月第１金曜日に藤嶋先生ご指導の下に行われています。
中国の気功を取り入れて、腹式呼吸でゆっくりとした動きでの
体操です。参加されている皆さまも無理なく体を動かせるので
毎回クラブの日を楽しみにされています。皆様も是非ご参加ください。

毎月第 2 水曜日に、林先生のご協力のもと行われています。
日々の生活、感じたことや今のお気持ちを、是非俳句で
表現してみませんか？
それぞれのペースで活動でき、多くもよし、少なくもよし。
皆様の作品は食堂等に掲示され、職員も一同楽しく読ま
せて頂いております。ご参加お待ちしております！



社会福祉法人「愛隣会」白寿荘（養護老人ホーム）	 2019　冬　No.326　（6）

白
寿
荘
俳
句
会　
林
　
萬
壽
美
　
選

	

宏　

治

古
代
蓮
い
ま
え
お
静
か
に
咲
き
継
げ
り

虫
の
こ
ゐ
ゑ
夜
毎
高
ま
り
闇
深
む

唐
辛
子
空
へ
つ
き
出
す
赤
い
角

い
わ
し
雲
一
面
を
画
布
と
せ
り

紅も
　
み葉
づ
る
も
実
る
も
あ
り
て
里
の
秋

朝
な
夕
野
鳥
の
競
ふ
残
り
柿

読
み
耽
け
る
詩
に
夜
の
風
九
月
か
な

	

陽　

子

休
日
や
鳥
に
起
こ
さ
れ
若
葉
風

あ
さ
ぼ
ら
け
樟
若
葉
の
香
と
靴
の
音

青
い
瞳
の
客
も
笊
蕎
麦
夏
来
た
る

ぽ
ち
や
り
ん
と
月
を
こ
は
し
て
蛙
か
な

み
そ
萩
の
一
群
落
に
あ
り
し
風

大
川
の
貫
く
平
野
稲
の
波

秋
ま
つ
り
携
帯
電
話
木
の
枝
に

	

福　

雄

六
月
や
窓
辺
で
仰
ぐ
空
の
い
ろ

夏
の
マ
ス
ク
心
隠
し
て
身
の
疲
れ

亡
き
妻
と
夢
に
あ
ひ
た
り
大
昼
寝

暑
い
日
の
食
欲
あ
り
て
こ
そ
健
康

忘
れ
ま
じ
記
憶
を
確
と
終
戦
日

生
き
抜
い
て
年
寄
の
日
の
朝
の
膳

湯
ざ
め
し
つ
な
ほ
書
き
つ
づ
く
夜
の
手
紙

	

晶　

子

親
と
子
の
茅
の
輪
く
ぐ
り
の
な
つ
か
し
き

蛇
の
目
傘
寄
り
添
ひ
梅
雨
の
石
畳

鴨
川
の
流
れ
眩
し
む
夏
は
じ
め

出
勤
時
く
ち
な
し
の
花
か
を
り
立
つ

老
僧
の
絽
の
揺
れ
奥
へ
蓬
莱
山

極
楽
に
着
い
た
し
ら
せ
や
黒
蜻
蛉

団
栗
を
天
空
に
向
け
投
げ
し
子
よ

	

博　

伸

早
朝
の
紫
陽
花
み
ご
と
頑
張
る
ぞ

ひ
と
し
づ
く
茂
み
の
中
の
仏
法
僧

息
苦
し
ト
マ
ト
ひ
と
く
ち
涼
し
け
れ

盆
踊
夜
の
明
か
り
の
賑
に
ぎ
し

	

祐　

二

満
員
の
電
車
に
七
月
の
大
汗

雷
雲
に
急
か
さ
る
歩
み
我
が
家
へ

炎
熱
や
ピ
ー
マ
ン
萎
れ
雨
の
欲
い

残
り
蚊
に
苛
ま
れ
た
夕
べ
か
な

	

貴
美
男

暑
き
日
や
鮭
を
食
し
て
里
ご
こ
ろ

ベ
ラ
ン
ダ
に
秋
の
気
配
や
水
う
ま
し

	

邦　

子

蒸
し
鮭
に
青
菜
の
映
え
る
夏
の
膳

千
年
の
夢
に
咲
く
蓮
の
ひ
と
つ
か
な

感

謝

「
指
　
導
」

林　

萬
壽
美　

様	

俳
句
指
導

東
京
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
様	

器
楽
指
導

高
澤
ま
ど
か
・
あ
け
み
様	

リ
ハ
ビ
リ
踊
り
指
導

斉
藤　

道
雄　

様	

訪
レ
ク
指
導

永
井　

一
喜　

様	

書
道
指
導

中
垣　

圭
子　

様	

パ
ソ
コ
ン
指
導

田
中　

智
恵
子
様	

ヨ
ガ
指
導

野
村　

浩
治　

様	

環
境
整
備
・
生
花
指
導

生
田　

寛
子　

様	

て
づ
く
り
さ
く
ひ
ん
指
導

藤
嶋　

容
子　

様	

太
極
拳
指
導

内
田
貴
美
子　

様	

コ
ー
ラ
ス
指
導

佐
藤　

澄
子　

様	

コ
ー
ラ
ス
指
導

「
技
　
術
」

目
黒
理
容
師
会
様	

理
髪
奉
仕

ど
ん
ぐ
り
の
会
美
容
グ
ル
ー
プ
様	

美
容
奉
仕

レ
ン
ト
の
会
様	

誕
生
会
生
演
奏
奉
仕

テ
タ
ー
ル
の
会
様	

生
演
奏
奉
仕

訪
問
美
容
サ
ー
ビ
ス
様	

美
容
奉
仕

「
労
　
力
」

も
ゆ
ら
の
会
様

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
東
京
六
四
団
様

弁
天
宗
東
京
別
院
様

田
園
調
布
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
様

目
黒
明
る
い
社
会
作
り
の
会
様

株
式
会
社
三
恵
様

と
み
ん
の
メ
ガ
ネ
様

「
招
　
待
」

東
京
善
意
銀
行
様　

も
の
ま
ね
キ
ャ
ラ
バ
ン

	

8
／
9

後
藤
泉
様　

コ
ン
サ
ー
ト	

10
／
27

東
京
善
意
銀
行
様　

井
上
バ
レ
エ
団
公
演

	

12
／
8

「
訪
　
問
」

グ
レ
ー
ス
会
様　

喫
茶
訪
問	

毎
月

ハ
ン
ズ
オ
ン
東
京
様　

交
流
訪
問	

毎
月

寿
会
様	

7
／
19
・
11
／
15

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
様

	

7
／
9
・
8
／
23
・
10
／
29

普
連
土
学
園
様	

８
／
４

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー　

サ
ク
マ
様	

９
／
17

ひ
ま
わ
り
の
会
様	

10
／
31

宗
偏
流　

力
武
先
生	

11
／
７

玉
川
聖
学
院
様	

10
月
・
11
月
・
12
月

日
出
幼
稚
園
様	

12
／
3

パ
イ
オ
ニ
ア
労
働
組
合
様	

12
／
14

恵
泉
女
学
園
様	

12
／
20

「
見
学
・
交
流
・
研
修
」

東
邦
大
学
付
属
中
学
校
様	

7
／
17

目
黒
明
る
い
社
会
作
り
の
会
「
纏
」	

9
／
8

青
山
学
院
大
学
附
属
中
学
校
様	

10
／
18

「
ご
寄
贈
」

東
京
都
食
肉
生
活
衛
生
同
業
組
合　

目
黒
支
部
様

窪
田
朝
正
様

日
本
た
ば
こ
産
業
㈱
東
京
支
社　

社
会
環
境
推
進
担
当
様

早
稲
田
ホ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
様

小
河
原
ミ
ツ
エ
様

篠
原
チ
エ
子
様

N
P
O
法
人
フ
ラ
ワ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
様

ハ
ン
ズ
オ
ン
東
京　

様

殿
山
園　

様

松
澤
春
雄
様

竹
川
忠
芳
様

下
桑
谷
玲
子
様

玉
川
聖
学
院
様

日
出
幼
稚
園
様

五
十
嵐
彰
様

藤
嶋
容
美
様

パ
イ
オ
ニ
ア
労
働
組
合
様

田
中
智
恵
子
様
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　5月7日から、「活き活きスタンプ」がはじまりました。
　ラジオ体操やクラブ活動に参加された方や白寿荘内のボランティア活動に参加さ
れた方に、それぞれスタンプを押して差し上げています。スタンプが36個たまる
と景品と交換することができます。
　クラブやボランティア活動へ積極的に参加される利用者様が増えています。職員
も、利用者様が活き活きと活動されている姿を見て、嬉しく感じます。
　スタンプの数だけ、利用者様の笑顔も増えていきます。
そして10月18日、カード交換100枚目の方が誕生されました。

記念品として、白寿荘からタオルセットをお贈りしました。
おめでとうございます。

カラフルなスタンプが
押されたカード

このような景品と
交換ができます
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編
集
後
記

　

誌
面
に
掲
載
し
て
い
る
ご
利
用
者
様
の
写
真

は
、
予
め
ご
本
人
・
ご
家
族
の
承
諾
を
得
て
お
り

ま
す
。

白
寿
荘
だ
よ
り
実
行
委
員
会

白
寿
荘
の
み
な
さ
ま
、
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
二
〇
一
九

年
が
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
干
支
は

亥
（
い
の
し
し
）、
方
角
は
東
北
東
が

良
い
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

今
年
は
新
天
皇
の
即
位
に
伴
い
、�

四
月
ま
で
は
「
平
成
」、
五
月
か
ら
は

新
元
号
に
な
り
ま
す
。
発
表
が
待
ち
遠

し
い
で
す
ね
。
ま
た
、
二
〇
二
〇
年
に

開
催
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向

け
て
の
準
備
が
着
々
と
進
め
ら
れ
、
日

本
全
体
が
活
気
の
あ
る
年
に
な
り
そ
う

で
す
ね
。
白
寿
荘
の
皆
さ
ま
に
も
、
活

気
の
あ
る
良
い
一
年
が
訪
れ
ま
す
よ

う
、
職
員
一
同
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
て
お
り
ま
す
。

寒
い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
手

洗
い
・
う
が
い
・
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
っ

か
り
行
い
、
毎
日
元
気
よ
く
過
ご
し
ま

し
ょ
う
！
本
年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

平成29年度　事故報告集計結果
★事故報告総数・・・401 件（前年より 50 件増加）
★一番多かった事故の種類と件数・・・転倒事故　302 件（前年より 57 件増加）

平成28年度に引き続き、平成29年度も転倒事故が大多数の割合を占めていました。
以下、302 件の転倒事故の詳細をランキング形式でご紹介します。

発生場所 発生時間帯 転倒原因

1位　居室内	 149 件 1位　夜間帯	 204 件 1位　ふらつき	 188件

2位　廊下	 70 件 2位　日中	 98 件 2位　その他	 112 件

3位　食堂	 24 件 3位　接触	 2 件

一番多い転倒の要因は「居室内・夜間帯・ふらつき」で、昨年と同様の結果となりました。
また、転倒原因の2位『その他』では、112 件と大きな数字になっています。
この内訳は、
　・靴のかかとを踏んで歩いていて転んでしまった
　・本人に適していないスリッパやシルバーカーを使って歩いていて転んでしまった
など、【身の回りの物をきちんと使用しなかった】【自分に適した物を使わなかった】
というものです。

これらを踏まえて、皆様、ご自身の身の回りをよく見てみて下さい。
靴は古くなっていませんか？サイズは適していますか？シルバーカーや杖は壊れてい
ませんか？上記の数字でもお分かり頂けるように、このようなちょっとした出来事が、
転倒に繋がってしまうのです。
職員もお手伝い致しますので、今一度、ご自身の持ち物の点検・安全確認を行ってい
きましょう。ご協力、宜しくお願い致します。


